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支部通信 京：郷：支部・：東星書だより　（9月）
　爽涼の秋同地同好者の親心を日的に生れた京星會も創立來2ケ年を途つ
た・その間幹事，會員の協力奉仕は會国乱の連絡親睦に，共同研究観測に，
更に一一帳入士の天文弘治知識直訴に，小規模ながら1個の天文團鐙としての
形式を備へしむるに到った．70名の面部の結び周く，輝やかしv・第3年度へ
のスタ1トが切られた．
　O星光第1號本年度より愈と會員に浴する報道誌として短期初に磯行さ
れる事になったL．星光コの第1號は14日磯豆された．内容は第3年度を迎へて，
第3年度事業豫定，第3年度組織役員，第2年度倉務愈計報告，京都市内及び
地方の70名の顕現名簿，其他で100部獲行．本案に獲表された會計報告によ
れば第2年度総支出金は135圓に達し，幹事，會員よりの寄附金は30口を超過
してみる．
　O同報　會創立以來L京星速報「の名稻のもとに天丈ニユ1ス，會合通知等
を宮製葉書に印刷し随時倉員に獲途されてるたが，紙面の狭隆を感じ，第3年
度からこれをL同報■とし花山急報と同形式の一定した用紙を使用し四種郵便
で獲途される事となり，第1號（下称．玉総，ペルテア1彗星），第2號（穂會，
観望會），第3號（會員動静）が14日に獲行，第4號（鷲座新星，DANrEL週期彗
星），第5號（観望會詳報），第6號（會雑報）が22日に獲行された。
　Q定時総會　第3年度定嘱患會はL天界⊃，L同報、にて叢表された通り20日
夜，樂友魯館に於て開催された．生憎朝からの雨止まつ弔傭者の少なかった
のは淺念であったが13名の出席者により必定通り議事は進められ，第3年度
に封ずる倉の方針が護表され，香部捲當幹事の熱心な態度が示され，抱負が
述べられた．茶話會に移り，興味ある小穴氏の北海道H食詰測談が1時間に
渉り，22時30分閉會・
　O薪星出現ft報21日夕花山へ鷲座新星獲見の電報到着と同時に本會観測部
に電話通知あり，直ちに幹事，會員翻の電話連絡網が利用され有力機械所有
者に通報された一般會員には翌朝L澗報「が獲途された・
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大阪支部通信（1明）
　9月28日附支部f艮用紙2枚，第1頁面癖瀾仲秋名月親賞會や天文氣象展覧會
其他倉告，夷2蛎炎話室し北Zl∫硯象憂見立旋行記「吠連志龍須）等で賑ふ別
刷版は観月會案内と月面固1枚を400枚：印刷尼崎圖書館報に添附獲行．
　walD月第1同例禽開催
　懸念された激日來の悪天候績きは仲秋名月観賞會とした10月1日も朝來よ
り回天，剰つさへ夜に入って降雨を見たので観月會は中止されて，尼崎市立
厨書館に於いて19時…よ夢，天文講話と天文幻燈を始める．先づ館長の挨拶あ
の，次に百濟支部長はL月の舌つを1時聞に亙り，蕪衆約80名品に通俗的の話
をされ，何れも興味多く言託、し，西森氏は幻燈書上窩の爲にし太陽系の話nを
旅し，太陽系や恒星界の幻燈を百雷，一一々百濟先生が解説をなし21時一先づ
閉愈．館員とオ含員は別室にて再び天文座談會に移り，いろいろの天文談に
時の経つのも忘れ，23時盛況裡に閉會．
　囹大阪天女概画品の紹介
　天交研究會は昭和3年創立の歴史を有し會員全國に有し天文學の研究と普
及，槻測の研究と指導，望遠鏡自作法の研究等を行ひ，機關誌L銀河「を年
6同細行，母號50頁内外にて睨測法講座・指導記事・最近の天界便り・観測
部報告・誌上マ1ケト等連載．本部・魯計部・編輯部・寓面部・文庫部・観
測部（太陽・遊星面・月面・流星”gL＃光星・掩蔽・彗星各課）に別かれ，部
長・課長はO．A．　A．硯測部幹事をも象任しつsある熱心な人々にて純粋な
アマチュア天文團艦で，顧問にも有名な天恵墨者を有して居ります．（詳細
問合は大阪支部事務斯宛にて）
　　　　　　　　大阪支部総曹
1・日　　時　　11月21i・1（＝ヒ）16［寺より
1．倉　　　場　大阪Y．M．　C．　A．（市電肥後橋交叉鮎一ッ酉ノ冨停前）
し網　　曾大阪支部昭租1年度絡會
1。懇親晩d會　（會費80銭）
1．　日食とヲミ参ζ映豊
　　　　　（他地方の方々も遠近よりお越し下さいませ）
